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１．序 

本考察の目的は，附属小学校で実施された体育科の授業（体つくり運動系「体

力を高める運動」）を取り上げ，なわとび運動に生かす運動リズムとタクトの構成

について検討することである。 

小学校の体育授業では，リズムについての学習が体つくり運動の「体ほぐしの

運動」や表現運動の「リズム遊び（ダンス）」において扱われているものの，運動

リズムの育成を主眼にしたものはほとんど見受けられない。この問題については，

七澤・本田（2014）が小学校体育科におけるリズムを学習に取り入れた授業につ

いて「リズム太鼓」を代表例として挙げ，それらは「〝経験知〟に留まって」い

ることを指摘し，小学校低学年の多様な動きをつくる運動遊びにおいて運動学習

中のリズム刺激が与える学習成果について検討している1。しかし，彼女らの研究

は児童の運動リズムの育成を主題としている訳ではなく，外部からのリズム刺激

（リズム太鼓）による児童の学習成果についての検討である。また，三木（2005）

はマイネルの『スポーツ運動学』や金子明友の『わざの伝承』，『身体知の形成（上）

（下）』を参照しながら，「動きのリズム」を習得することの重要性を指摘してい

る。彼は「動きのリズム化能力」を「私がリズミカルに動けるかどうかという能

力」2と捉え，学習者自身の動きだけでなく自他による言葉を用いたリズム化能力

の意識的な把握が可能であることを主張している3。金子（2005）によれば，運動

リズムはその基礎となる「リズム化能力」に支えられている。リズム化能力とは，

「自らの動感運動をリズミカルに構成化できる能力，つまり，私自身がリズミカ

ルに動ける動感形態を生み出す洗練化身体知」4を意味している。なお，彼はこの

能力について「他人の運動や物体の客観的な対象物運動がリズミカルかどうかを

外部視点から判断する能力ではありません。」5と注意している。 

このように，リズムを学習する必要性については述べられているものの，運動

リズムやその学習については検討されていない。スポーツ運動学分野ではマイネ

ル（1981）が，「運動リズムとはある運動の力動的構造であり，すなわち，ひとつ

の運動の根底に横たわっている緊張と解緊の周期的交替」と説明している。では，

どのようにして自らの運動をリズム化し，メロディーとして構成していくことが

できるのだろうか。さらには，リズムを構成するタクトの役割について検討する



 

必要がある。以上から，本考察では運動（動感）リズムや運動（動感）メロディ

ーを身体知の一つと捉え，リズムとタクトの構成を明らかにしたい。 

 

２．身体知の分析―リズムとタクト― 

 附属小学校では，平成 28 年度から「身体知」を研究副主題に挙げ，授業研究を

進めている。ここでは身体知を「運動課題に対して，適切に判断し解決したり，

運動知識を身体で表現したりする感覚」と捉え，「『身体知』で知るとできるをつ

なぐ体育科学習」6を進めている。身体知という用語は，スポーツ運動学分野の金

子明友の『身体知の形成（上）（下）』（2005 年）及び『身体知の構造』（2010 年）

によって分析されている。彼は，身体知を「今ここに生き生きと行われている身

体運動を支えている生命的な動感身体の知恵」7と表現している。金子の身体知に

ついて，樋口ら（2017）は「身体知」を観念として捉え，包括的な問いを三つ挙

げている。すなわち，（1）運動学習・運動教育の問題，（2）教育の基盤と「学び」

に関わる問題，（3）「知」の変革の問題，である8。彼らは（3）において「身体知

と暗黙知の関係」を取り上げ，「すべての知には暗黙の次元があり身体性が存在す

るのであるが，知の特定の一領域が際立って身体知と呼ばれる現実がある。すな

わち身体運動による技能が関わる領域であり，先に見た金子や諏訪らの関心もこ

の領域としての身体知である。」9と述べ，身体知を「身体運動による技能が関わ

る領域」として設定し直している。 

では，運動リズムに焦点を当てた場合，この身体知はどのように構成されるの

だろうか。すでに述べたように，マイネルは運動リズムをある運動の力動構造と

説明している。さらに彼は，タクトを「人為的な規則的な分割」と説明し，「運動

リズムの簡易化された訓練方法としてのタクト」10の役割を示している11。これに

対してクラーゲス（1971）はリズムとタクトを対立的に捉えている12。彼は，「リ

ズムは一般的生命現象であり，拍子（タクト）はそれに対して人間のなすはたら

きである。リズムは，拍子が完全にかけていても，きわめて完成された形であら

われうるが，拍子はそれに対してリズムの協働なくしてはあらわれえない。」（括

弧内引用者）と述べ，リズムとタクトを次のように端的に表している。すなわち，

リズムは「分節性と持続性を共に備えている。すべての緊張を解き，睡眠状態に

導きうる。」のであり，拍子（タクト）は「分節されてゆく系列の形態をとる。覚

醒させ，覚醒状態を保つ。」13のである。 

 

３．附属小学校の授業内容（単元名：体力を高める運動） 

 授業計画は図 1 に示した通りである。本時の目標は「なわを用いた運動（技）

の組合せを工夫して，集団演技をつくろう」であり，12 時間中 4 時間目であった。 



 

 

図 1．体育科実験授業計画 
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運動リズム・メロディーが構成されることになる。 

次に，集団演技を実施する場合，構成された個々の運動リズム・メロディーを

他の学習者や集団に合わせる必要がある。そのために，学習者同士の個々のタク

トの相互作用によって，集団の運動リズム・メロディーが構成されることになる。

それが運動の調和へと発展していく。なお，個々のタクトの相互作用ではなく，

はじめから集団の運動リズム・メロディーを構成するために外部からの音刺激（曲

のリズム）を活用することができる。この場合，曲のリズムが先行することがあ

るため，それが個々の運動リズム・メロディー，集団の運動リズム・メロディー，

曲のリズム・メロディーの不調和を引き起こす危険性がある。例えば，三木（2005）

は「動きのリズム化は，音楽リズムと同じように強い伝染性の作用があります。」

と指摘し，「動きのリズム化は，音楽に合わせることばかりを考えがちになります

が，むしろ身体の内側から沸き起こる躍動感が動きをリズム化させていくことに

なり，いろいろな身体表現にもむすびついていきます。」と述べている16。したが

って，学習者自身の側にリズムを構成化していく身体知が育てられなければ，運

動リズムの学習は成立しない。 

さらに，構成された集団の運動リズム・メロディーを教師による運動タクトに

よって全体の運動リズム・メロディーを構成することができる。本考察では，教

師による運動タクトを「教育的運動タクト」と名付けたい。教育的タクト論はド

イツの教育学者であるヘルバルトやノール，ルーマンらによって展開されている

17が，体育授業における教師もまた彼らが論じているような教育的タクトを運動

学習において発揮することができる。マイネルが言うように「運動リズムをタク

トによって調整することは実践においてきわめて有効な教育学的補助手段」18な

のである。体育授業では，教師の運動タクトを学習者の運動リズムとタクトを構

成するために教育的に用いることができる。したがって，教師の運動タクトは「教

育的運動タクト」として捉えられることになる。 

 

   【教師】               【学習者】 
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図 3．運動リズムとタクトの構成 
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５．結 

 本考察では，附属小学校における体育授業から，なわとび運動に生かす運動リ

ズムとタクトの構成を検討した。その結果，次のことが明らかになった。まず，

学習者自身の運動リズムとなわのリズムを合わせるためには学習者自身のタクト

が重要であるということである。次に，学習者個々のタクトによって構成された

個々の運動リズム・メロディーは，学習者のタクトの相互作用によって集団の運

動リズム・メロディーを構成し，運動の調和へ発展することができるということ

である。体育授業では，教師自身の運動タクトを教育的に用いること（教育的運

動タクト）によって全体の運動リズム・メロディーを構成することができる。 

 

付記：本考察は，長崎大学教育学部平成 29 年度研究企画推進プロジェクト（学部

長裁量経費）『運動の特性に基づいた指導(学習)内容の体系化―12 年間を見通し

た指導内容の明確化に向けて―』の助成を受けて行われた。 
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